
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年３月 25 日（水）19：00～21：00 

横浜市開港記念会館 １号室 

 

 

こども青少年局保育運営課 

家庭的保育事業向け 
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名
　
　
　
　
　
称

提
出

期
限

第
１
号

様
式

の
１

（
法

人
代

表
者

に
よ
る
請

求
（
委

任
な
し
）
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
教
育
・
保
育
給
付
費
等
請
求
書

第
１
号
様
式
の
２

（
法
人
代
表
者
に
よ
る
請
求
（
委
任
あ
り
）
）

〃

第
１
号

様
式

の
３

（
園

長
・
施

設
長

に
よ
る
請

求
（
委

任
な
し
）
）

〃

第
１
号
様
式
の
４

（
園
長
・
施
設
長
に
よ
る
請
求
（
委
任
あ
り
）
）

〃

第
１
号

様
式

の
５

（
個

人
設

置
者

に
よ
る
請

求
（
委

任
な
し
）
）

〃

第
１
号
様
式
の
６

（
個
人
設
置
者
に
よ
る
請
求
（
委
任
あ
り
）
）

〃

第
２
号

様
式

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
教

育
・
保

育
給

付
費

等
請

求
明

細
書

（
児

童
）

第
３
号

様
式

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
教

育
・
保

育
給

付
費

等
請

求
明

細
書

（
施

設
）

第
４
号

様
式

の
１

（
幼

稚
園

）
公

定
価

格
加

算
・
調

整
項

目
届

出
書

毎
月

１
日

時
点

の
届

出
を
当

月
1
5
日
ま
で
（
４
月
１
日
分
の
み
４
月
1
0
日
）

第
４
号

様
式

の
２

（
保

育
所

）
〃

〃

第
４
号

様
式

の
３

（
認

定
こ
ど
も
園

）
〃

〃

第
４
号

様
式

の
４

（
家

庭
的

保
育

事
業

）
〃

〃

第
４
号

様
式

の
５

（
小

規
模

保
育

事
業

A
型

・
B
型
、
事

業
所

内
保

育
事

業
）

〃
〃

第
４
号

様
式

の
６

（
小

規
模

保
育

事
業

C
型

）
〃

〃

第
４
号

様
式

の
７

（
居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

）
〃

〃

第
５
号

様
式

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
教

育
・
保

育
給

付
費

等
過

誤
申

立
書

随
時

第
６
号
様
式

施
設
関
係
者
評
価
実
施
届

当
該
年
度
の
３
月
1
5
日

第
７
号
様
式
の
１

入
所
児
童
処
遇
特
別
加
算
（
申
請
・
報
告
）
書

申
請
書
は
、
当
該
年
度
の
1
2
月
末
（
報
告
書
は
当
該
年
度
の
３
月
1
5
日
）

第
７
号

様
式

の
２

入
所

児
童

処
遇

特
別

加
算

職
員

名
簿

〃

第
７
号

様
式

の
３

入
所

児
童

処
遇

特
別

加
算

月
別

雇
用

時
間

内
訳

表
〃

第
７
号

様
式

の
４

本
加

算
の
効

果
、
必

要
性

に
つ
い
て

〃

第
８
号

様
式

入
所

児
童

特
別

加
算

承
認

通
知

書
〃

第
９
号
様
式
の
１

（
幼
稚
園
）

施
設
機
能
強
化
推
進
費
加
算
（
申
請
・
報
告
）
書

申
請
書
は
、
当
該
年
度
の
1
2
月
末
（
報
告
書
は
当
該
年
度
の
３
月
1
5
日
）

第
９
号

様
式

の
２

（
保

育
所

、
地

域
型

保
育

事
業

）
〃

〃

第
９
号

様
式

の
３

（
認

定
こ
ど
も
園

）
〃

〃

第
1
0
号
様
式

小
学
校
接
続
加
算
実
施
報
告
書

当
該
年
度
の
３
月
1
5
日

第
1
1
号
様
式

栄
養
管
理
加
算
（
申
請
・
報
告
）
書

申
請
書
は
、
当
該
年
度
の
1
2
月
末
（
報
告
書
は
当
該
年
度
の
３
月
1
5
日
）

様
　
　
式

　
　
番

　
　
号

給
付

費
関

係
　
様

式
一

覧

当
月

分
の
請

求
書

（
紙

）
　
・
早
期
は
原
則
翌
月
1
2
日

　
・
通
常
は
原
則
翌
月
1
9
日

※
　
締
切
は
月
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

明
細
デ
ー
タ

　
・
早
期
は
原
則
翌
月
5
日

　
・
通
常
は
原
則
翌
月
1
2
日

明
細

書
（
紙

　
請

求
書

に
添

付
）

　
・
早
期
は
原
則
翌
月
1
2
日

　
・
通
常
は
原
則
翌
月
1
9
日

※
　
締
め
切
り
は
月

に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



名
　
　
　
　
　
称

提
出
時
期

第
１
号

様
式

の
１

（
幼

稚
園

）
向

上
支

援
費

加
算

状
況

等
届

出
書

毎
月

１
日

時
点

の
届

出
を
当

月
1
5
日

ま
で
（
４
月

１
日

分
の
み
４
月

1
0
日

）

第
１
号

様
式

の
２

（
保

育
所

）
〃

〃

第
１
号
様
式
の
３

（
認
定
こ
ど
も
園
）

〃
〃

第
１
号

様
式

の
４

（
家

庭
的

保
育

事
業

）
〃

〃

第
１
号

様
式

の
５

（小
規
模
保
育
事
業
A
型
・B

型
、
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業

小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
Ａ
型
・Ｂ

型
用
）

〃
〃

第
１
号

様
式

の
６

（
小

規
模

保
育

事
業

C
型

）
〃

〃

第
１
号

様
式

の
７

　
〃

〃

第
２
号

様
式

の
１

（
幼

稚
園

）
雇

用
状

況
表

毎
月

１
日

時
点

の
届

出
を
当

月
1
5
日

ま
で
（
４
月

１
日

分
の
み
４
月

1
0
日

）

第
２
号

様
式

の
２

（
保

育
所

）
〃

〃

第
２
号
様
式
の
３

（
認
定
こ
ど
も
園
）

〃
〃

第
２
号

様
式

の
４

（
家

庭
的

保
育

事
業

）
〃

当
月
分
の
請
求
書
提
出
時
に
添
付
し
て
提
出

第
２
号

様
式

の
５

（
小

規
模

保
育

事
業

A
型

・
小

規
模

型
事

業
所

内
保

育
事

業
A
型

〃
毎

月
１
日

時
点

の
届

出
を
当

月
1
5
日

ま
で
（
４
月

１
日

分
の
み
４
月

1
0
日

）

第
２
号

様
式

の
６

（
小

規
模

保
育

事
業

B
型

・
小

規
模

型
事

業
所

内
保

育
事

業
B
型

）
〃

〃

第
２
号

様
式

の
７

（
小

規
模

保
育

事
業

C
型

）
〃

〃

第
２
号

様
式

の
８

（
居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

）
〃

〃

第
２
号

様
式

の
９

（
保

育
所

型
事

業
所

内
保

育
事

業
）

〃
〃

第
３
号

様
式

の
１

（
幼

稚
園

）
連

携
実

施
（
変

更
）
届

出
書

毎
月

１
日

時
点

の
届

出
を
当

月
1
5
日

ま
で
（
４
月

１
日

分
の
み
４
月

1
0
日

）
（
対

象
と
な
る
場

合
の
み
）

第
３
号

様
式

の
２

（
保

育
所

）
〃

〃

第
３
号
様
式
の
３

（
認
定
こ
ど
も
園
）

〃
〃

第
４
号

様
式

産
休
等
代
替
職
員
雇
用
費
実
績
報
告
書

請
求
を
行
う
月
の
前
月
1
5
日
ま
で

第
５
号

様
式

産
休

明
け
保

育
児

童
健

康
診

断
実

施
届

〃

第
６
号

様
式

家
庭
的
保
育
補
助
者
（
補
助
員
）
雇
用
実
績
報
告
書

当
月
分
の
請
求
書
提
出
時
に
添
付
し
て
提
出

第
７
号

様
式

交
通

費
負

担
軽

減
助

成
報

告
書

〃

第
８
号

様
式

第
三

者
評

価
受

審
届

当
該

年
度

の
３
月

1
5
日

第
１
号

様
式

延
長
保
育
事
業
実
施
届

変
更
す
る
場
合
は
変
更
適
用
月
の
１
月
前
、
年
度
当
初
か
ら
変
更
す
る
場
合
は
、
前
年
度
８
月
末
ま
で

第
２
号

様
式

の
１

（
保

育
所

、
認

定
こ
ど
も
園

）
延
長
保
育
事
業
費
加
算
状
況
等
届
出
書

毎
月
１
日
時
点
の
届
出
を
当
月
1
5
日
ま
で
（
４
月
１
日
分
の
み
４
月
1
0
日
）

第
２
号

様
式

の
２

（
家

庭
的

保
育

事
業

）
〃

〃

第
２
号

様
式

の
３

（
小

規
模

保
育

事
業

A
型

・
B
型

、
事

業
所

内
保

育
事

業
）

〃
〃

第
２
号

様
式

の
４

（
小

規
模

保
育

事
業

C
型

）
〃

〃

第
２
号

様
式

の
４

（
居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

）
〃

〃

第
３
号

様
式

A
B
階

層
減

免
費

内
訳

報
告

書
当

月
分

の
請

求
書

提
出

時
に
添

付
し
て
提

出

ア
レ
ル
ギ
ー
児

童
数

報
告

書
毎

月
１
日

時
点

の
状

況
を
所

在
区

の
区

役
所

に
提

出

外
国
人
児
童
報
告
書

〃

向
上

支
援

費
関

係
　
様

式
一

覧

様
　
　
式
　
　
番
　
　
号

延
長

保
育

関
係

　
様

式
一

覧

そ
の
他



設置者氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　印   

第１号様式の５（個人設置者による請求（委任なし））

年　　月　　日

子ども・子育て支援教育・保育給付費等請求書

横浜市長

事業所番号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業所住所 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

事業所名称 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フリガナ

　子ども・子育て支援法第27条、28条、29条又は30条の規定に基づき、次のとおり

子ども・子育て支援教育・保育給付費等を請求します。

１　請求金額

　￥                        （　　　年　　　月利用分）

２　振込先口座

口座名義人

振込先
金融機関

（コード番号）

銀 行
金 庫
組 合

支 店

金融機関
コード番号

支店
コード番号

預金種目 １ 普通　２ 当座 口座番号

(2) 子ども・子育て支援保育・教育給付費等請求明細書（施設）

(3) その他市長が必要と認める書類

３　添付書類

(1) 子ども・子育て支援保育・教育給付費等請求明細書（児童）

1



支給認定証番号

請求先市町村番号 1 4 1 0 0

　第２号様式

子ども・子育て支援教育・保育給付費等請求明細書（児童） 平成 年 月分

児童氏名 事業所住所

保護者氏名 事業所名称

請
求
者

事業所番号

補足給付 11時間

公立私立区分

利用開始日 利用終了日 開所時間 平日 土曜

児童生年月日 クラス区分 地域区分 級地

：

：

負担区分 a.負担額

： ～：： ～認定区分

公
定
価
格
明
細
欄

請求コード 請求内容 金額

利
用
実
績

日 曜日
利用

開始時間
利用

終了時間

～ ：：～ ：８時間

朝 夕 他

延長 預かり

1

3

2

4

5

7

6

8

9

11

10

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

b.公定価格合計金額

27

29

28

横
浜
市
助
成
明
細
欄

請求コード 請求内容 金額
30

31

合計

請
求
額
集
計
欄

b 公定価格総額

c 給付額　【b － a】

d 延長保育事業費総額

e 一時預かり事業費総額

f 横浜市助成総額

その他g

合計（請求金額）f.横浜市助成合計金額

枚中版 枚目

2



： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

開所時間

　第３号様式

子ども・子育て支援教育・保育給付費等請求明細書（施設） 平成 年 月分

請
求
者

事業所番号

～

請求先市町村番号 1 4 1 0 0

平日 土曜

事業所住所 開所 ～

地域区分 級地 公立私立区分 ８時間

～事業所名称 11時間 ～

請求コード 請求内容 金額

～

横
浜
市
助
成
明
細
欄

請求コード 請求内容 金額

～

延
長
保
育
事
業
費
明
細

請求コード 請求内容 金額

f.横浜市助成合計金額

集
計
欄

d 延長保育事業費総額

f 横浜市助成総額

合計（請求金額）

d1.小計

d.延長保育事業費合計金額 【d1-d2】

d2.延長利用料保護者負担分
g その他

版

3



横浜市長

事業所名

代表者職氏名 印

公定価格の加算・調整項目の実施状況について以下のとおり届け出ます。
１　【加算要件】　当該施設において、次の事業を実施し、要件に該当します。（該当項目にチェック）

前月からの
変更有無※

　 □保育時間（８時間）を超えて延長保育を利用する短時間認定子どもの当該月の各週毎の最多利用児童数の平均（小数点以下

　 　 児童数の平均（小数点以下第一位を四捨五入）が１人以上いる
　 □月の初日に０歳児が１人以上利用している（初めて該当になった月から年度を通して当該要件に満たすものとする）
　 □障害児保育教育対象児童又は特別支援対象児童と区福祉保健センター長が認めた児童が１人以上利用している

　　　第一位を四捨五入）が１人以上又は保育時間（11時間）を超えて30分以上の延長保育を実施し、当該月の各週毎の最多利用

□今回提出　□提出済
提出日　　　月　　　日

4

障害児保育加算
障害児（軽度障害含む）を受け入れていて、職員配置基準を満
たしている場合、「有」となります。
※「雇用状況表」２.基準の保育従事者数　障害児保育加算適
用確認（公定価格）で確認
＜挙証資料＞障害児保育教育対象児童等加配区分認定（変更）
通知書（写）

□有　□無
□今回提出　□提出済
提出日　　　月　　　日

2

家庭的保育補助者加算
家庭的保育補助者を配置する場合、「有」となります。
※「雇用状況表」２.基準の保育従事者数　家庭的保育補助者
加算適用の有無で確認
＜挙証資料＞
家庭的保育補助者(補助員)雇用実績報告書及び資格証(修了証)
（写）

□有　□無
□今回提出　□提出済
提出日　　　月　　　日

家庭的保育支援加算
以下の加算要件すべてに該当する場合、「有」となります。
【加算要件（全て満たすこと）】
□連携施設に専任の保育士等（以下「担当者」という。）が配
置されており、担当者が家庭的保育支援者に求められる要件を
満たしたものである。
□連携施設が以下の支援又は業務を全て行っている。
①事業所の求めに応じて、緊急時においても相談・連絡を受け
る体制を整備
②家庭的保育者の休暇時、延長保育時間帯などに代替保育を実
施
③家庭的保育事業所を訪問することにより、相談に応じ、必要
な指導・援助を実施
④定期的に連携施設に招いたり、市域行事の情報を提供し、参
加勧奨を実施
⑤担当者が少なくとも３か月に１回以上、家庭的保育事業所へ
の訪問を実施
⑥担当者が家庭的保育者の保育の状況等について区及び市との
情報共有を実施
＜挙証資料＞担当者の氏名及び経歴が分かるもの(履歴書等)､
支援の内容等が確認できるもの(連携施設との覚書等)

3 □有　□無

加算・調整項目等 実施状況等 挙証資料提出状況

1

資格保有者加算
家庭的保育者が、保育士資格、看護師免許又は准看護師免許を
有する場合、「有」となります。
※「雇用状況表」２.基準の保育従事者数　家庭的保育者の資
格保有者加算適用の有無で確認
＜挙証資料＞家庭的保育者の有する保育士証、看護師免許証又
は准看護師免許証（写）

□有　□無
□今回提出　□提出済
提出日　　　月　　　日

所在地

第４号様式の４（家庭的保育事業）

公 定 価 格 加 算・調 整 項 目 届 出 書
年　　　　 月　　　　日

施設・事業所番号

年度

月分

※前月分の届出から変更があれば○を記入

4



前月からの
変更有無※

前月からの
変更有無※

12

第三者評価受審加算
横浜市の指定評価機関で第三者評価を受審し、その評価結果を
ホームページ等により広く公表する場合、「有」となります。
（※５年に１回のみ請求可能。）
　実施終了日（有の場合）　　　　　年　　　月　　　日
※結果公表が翌年度になる場合も、受審年度の属する年度の加
算対象とする。
＜挙証資料＞
第三者評価受審届、受審査状況が分かる資料及び領収書（写）

□有　□無
□３月提出
提出日　　　月　　　日

□有　□無

10

施設機能強化推進費加算
１【加算要件】を２つ以上満たし、施設等の総合的な防災対策
を図る取組を行う場合、「有」となります。
※申請書を12月末までに提出し、確認された場合に３月分に請
求
＜挙証資料＞報告書、取組に要した経費がわかる領収書（写）
等

□有　□無

9

加算項目等（３月分の請求時のみ加算） 実施状況等 挙証資料提出状況

※「有」の場合、調整

8

11

栄養管理加算
栄養士による献立やアレルギー、アトピー等への助言、年間を
通じた継続的な食育活動等を実施している場合、「有」となり
ます。
・年間を通じた食育活動等を月１回以上、あるいは年間12回実
施
※申請書を12月末までに提出し、確認された場合に３月に請求
＜挙証資料＞報告書

□有　□無

□申請書提出日
提出日　　　月　　　日

□報告書、他挙証資料
提出（３月）
提出日　　　月　　　日

□申請書提出日
提出日　　　月　　　日

□報告書、他挙証資料
提出（３月）
提出日　　　月　　　日

※「有」の場合、調整

常態的に土曜日に閉所する場合
常態的に土曜日に閉所する場合、「有」となります。
・土曜日に閉所する理由
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※「有」の場合、調整

食事の提供について自園調理又は連携施設等からの搬入
以外の方法による場合
自園調理又は連携施設等からの搬入以外の方法により食事を提
供する場合、「有」となります。

□有　□無

6

賃借料加算
建物(土地は対象外)を賃貸方式で実施している施設（事業所）
の場合で、下記加算要件をすべて満たす場合、「有」となりま
す。
【加算要件（すべて満たすこと）】
□家庭的保育事業の用に供する賃貸物件である
□賃借料が発生している
□国庫補助に係る残額が生じていない
□減価償却費加算の対象となっていない
【契約金額（月額：税込）】　　　　　　　　円
＜挙証資料＞賃貸契約書（写） ※賃貸契約に変更があった場
合は、変更後の賃貸契約書（写）

□有　□無
□今回提出　□提出済
提出日　　　月　　　日

7
連携施設を設定しない場合
連携施設を設定しない場合、「有」となります。

□有　□無

□有　□無
□今回提出　□提出済
提出日　　　月　　　日5

減価償却費加算
施設整備費補助金を受けずに整備した施設（事業所）の場合
で、下記加算要件をすべて満たす場合、「有」となります。
【加算要件（すべて満たすこと）】
□家庭的保育事業の用に供する建物が自己所有である
□建築資金又は購入資金が発生している
□整備に当たって国庫補助金の交付を受けていない
□賃借料加算の対象となっていない
＜挙証資料＞建物を整備又は取得する際の契約書類（写）

※前月分の届出から変更があれば○を記入

第４号様式の４（家庭的保育事業） 施設・事業所番号 (             　　        )

加算・調整項目等 実施状況等 挙証資料提出の有無 

5
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第９号様式の２（保育所、地域型保育事業）

施設・事業所番号

　

　

　 印

注１

注２

注３

注４

注５

災害時用品については災害発生時のみに使用する物品が対象であるため、日常的に使用するもの、一般物
品と区別のつかないものについては対象外とする

支出予定額が15万円以下の場合は対象とならない

報告の場合は、領収書の（写）等を添付すること

支出対象経費は需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、修繕費、食糧費（茶菓）、光熱水費、医療材料
費）・役務費（通信運搬費）・旅費・謝金・備品購入費・原材料費・使用料及び賃貸料・賃金・委託費
（防災訓練及び避難具の整備等に要する特別の経費に限り、保育の提供にあたって通常要する経費は含ま
ない。）
消防器具・火災受信器等設備の点検管理や、 防災器具改修、ガラス飛散防止、安全柵の取り付け等の工
事及び回線使用料などは対象外とする

合計

金　額

要　件　１
（右欄の□に二つ以上
チェックがあること）

科目 積　算　内　訳

□保育時間(8時間)を超えて延長保育を利用する短時間認定子どもの11月の各週毎の
　最多利用児童数の平均（小数点以下第一位を四捨五入）が１人以上又保育時間(11時間)
　を超えて30分以上の延長保育を実施し、11月の各週毎の最多利用児童数の平均（小数
　点以下第一位を四捨五入）が１人以上いる

□一時保育において当該年度の４月又は５月（又は事業開始月）の緊急保育及びリフレッ
　シュ保育利用者数が１人以上いる

□病児・病後児保育事業を実施している

□当該年度の4月から11月までの各月初日を平均して乳児が３人（家庭的保育事業において
　は１人）以上利用している

□当該年度の4月から11月までの各月初日を平均して障害児保育教育対象児童又は特別支援対象
児童と区福祉保健センター長が認めた児童が１人以上利用している

施設機能強化推進費加算(申請・報告）書

　　　年度の施設機能強化推進費加算について、次のとおり（申請・報告）します

150,000円

施設・事業所名

代表者職氏名

 申 請 額

□防災教育実施経費（職員等への防災教育を実施する際に必要となる経費）

□避難訓練に使用する避難用具等（避難の際に使用するものや、避難をスムーズにするため
　の物品。一般物品と区別がつかないものを除く。）

□災害時用品の整備等に要する経費（特別の経費に限り、保育の提供にあたって通常要する
　費用は含まない）

　　年　　月　　日

要　件　２
（右欄の□に一つ以上
チェックがあること）

横浜市長

所在地

－

内　　　　　容

支　出　予　定　（済）　額　　

事業内容

実　施　時　期

7



第11号様式

  　　年　　月　　日

横浜市長

印

　　　年度の栄養管理加算について次のとおり（申請・報告）します

栄養士の状況
（右欄の□いずれか1つに
チェックがあること）

栄養士の活動
（右欄の□すべてにチェッ

クがあること）

実施月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

栄養管理加算（申請・報告）書

施設・事業所番号

所在地

施設・事業所名

代表者職氏名

①栄養士の活用

□直接雇用している
（派遣の場合や調理員として栄養
士を雇用している場合も含む）

□委託している
（調理業務委託し受託事業者に
栄養士がいる場合も含む）

□法人本部で雇用し、
他施設を兼務している

□施設・事業所の職員に対
し、献立やアレルギー、アト
ピー等の対応について助言し
ている

□保護者への食事の提供に関
する相談や助言、情報提供を
行っている

□食育活動や食育計画策
定にあたり、施設・事業
所に対し助言している

②年間を通じた施設・事業者の活動（予定）状況

対象者 活動内容、活動のねらい

※月１回以上あるいは年12回以上の食育活動を実施すること

※申請は、毎年12月末までの提出とし、申請時は４月から11月については各月の実際の実施内容を記入し、12月から３
月については計画を記入すること

8



第１号様式の4（家庭的保育事業用）

横浜市長

印

横浜市における保育・教育に係る向上支援費の加算状況等について以下のとおり届け出ます。

前月からの
変更有無※

前月からの
変更有無※

□今回提出　　□提出済
提出日　　　月　　　日

□今回提出
提出日　　　月　　　日

□今回提出　　□提出済
提出日　　　月　　　日

挙証資料の提出状況

□今回提出　　□提出済
提出日　　　月　　　日

□今回提出　　□提出済
提出日　　　月　　　日

□今回提出　　□提出済
提出日　　　月　　　日

挙証資料の提出状況

□今回提出　　□提出済
提出日　　　月　　　日

年　　　　 月　　　　日

所　在　地

事業所名

施設・事業所番号

向上支援費加算状況等届出書

代 表 者 職 氏 名

加算項目等 実施状況等

1
システム化経費助成
請求明細作成ソフト等を用いて請求明細を作成し、電子データで請求明細書
（児童・施設）を提出している場合、「有」となります。

□有　□無

年度

月分

2
食育推進助成①
自園調理（委託の場合も含む）している場合、「有」となります。
※「雇用状況表」４.食育推進助成①調理業務の実施体制で確認

□有　□無

3

食育推進助成②
１か月あたり所定労働時間120時間以上勤務の栄養士を雇用（実人数）して
いる場合、「有」となります。
※「雇用状況表」４.食育推進助成②請求月初日の調理員の雇用状況で確認
＜挙証資料＞資格証（写）

□有　□無

5
障害児等受入加算
障害児保育教育対象児童又は特別支援対象児童と区福祉保健センター長が認
めた児童を保育している場合、「有」となります。
＜挙証資料＞障害児保育教育対象児童等加配区分認定（変更）通知書（写）

□有　□無

4

アレルギー児童対応費
アレルギー対応マニュアル（本市作成の保育所における食物アレルギー対応
マニュアルでも可）を作成し、マニュアルに沿って対応しており、利用定員
に対する対象児童の割合が１％以上の場合、「有」となります。
＜挙証資料＞アレルギー児童数報告書（写）

□有　□無

8

家賃助成
建物(土地は対象外)を賃貸方式で実施している施設（事業所）の場合で、下
記加算要件をすべて満たす場合、「有」となります。
【加算要件（すべて満たすこと）】
□家庭的保育事業の用に供する賃貸物件である
□賃借料が発生している
□国庫補助に係る残額がない
□減価償却費加算の対象となっていない
【契約金額（月額：税込）】　　　　　　　　円
＜挙証資料＞賃貸契約書（写） ※賃貸契約に変更があった場合は、変更後
の賃貸契約書（写）

□有　□無

6

保育士等雇用対策費（４～６月のみ（年度途中開所は初めの３か月のみ）
利用定員分の保育従事者が確保されており、月初に空き定員がある場合、
「有」となります。
※「雇用状況表」５.保育士等雇用対策費で確認
＜挙証資料＞資格証（写）、修了証（写）

□有　□無

7

補助員雇用費
家庭的保育補助者を雇用している場合、「有」となります。
※「雇用状況表」２.基本の保育従事者数、３．保育従事者の雇用状況②家
庭的保育補助者で確認
＜挙証資料＞資格証（写）、修了証（写）、家庭的保育補助者（補助員）雇
用実績報告書

□有　□無

9

賠償責任保険料助成（年１回のみ）
賠償責任保険料等に加入し、支払いをした場合、「有」となります。
※年に１回のみ請求可能。
＜挙証資料＞賠償責任保険等の証券又は団体加入者票等（写）

□有　□無

※前月分の届出から変更があれば○を記入

加算項目等（年１回のみの加算） 実施状況等

9



第１号様式の4（家庭的保育事業用）

前月からの
変更有無※

□今回提出
提出日　　　月　　　日10

第三者評価受審費助成（３月のみ）
横浜市の指定する第三者評価機関で第三者評価を受審し、当該年度内に受審
に係る費用を支払いをした場合、「有」となります。
※５年に１回のみ請求可能
＜挙証資料＞第三者評価受審届、領収書（写）

□有　□無

※前月分の届出から変更があれば○を記入

施設・事業所番号 (                     )

加算項目等（３月分の請求時のみ加算） 実施状況等 挙証資料の提出状況

10



第２号様式の４（家庭的保育事業用）

１　請求月の保育従事者数

ｂ小数点以下

切り捨て

※保育従事者数には派遣保育士を含む。

※保育士とは児童福祉法第18条の18第１項の登録を受けた者をいう。

※家庭的保育者とは家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準第23条第２項において規定されている者をいう。

２　基準の保育従事者数

※ ａ＋ｂ ≧ e

【記入の注意】

注１）　　横浜市基準による保育従事者配置（ｃの算出にあたっての注意）

　①在籍児童数は市内・市外児童数に分けて人数を記載すること。

注２）　　その他加算による保育従事者配置（ｄの記入上の注意）

施設・事業所番号 0000000000

※家庭的保育補助者とは家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準第23条第３項において規定されている者をいう。

平成27 4年 月　分　 雇　用　状　況　表

①開所時間が11時間を超えており、対象保育従事者数から（ｃ）を引いた数が１以上となる（ （ａ＋ｂ）－ｃ ≧ １ ）は、ｄ欄に人数(1人)を計上すること。

g

②基準保育従事者数の合計（e）は必ず対象保育従事者数以下となること（ ａ＋ｂ ≧ e ）。

家庭的保育補助者加算額（公定価格請求額（処遇改善等加算を除く））

③補助員雇用費（ｈ）の請求にあたっては、家庭的保育補助者（補助員）雇用状況報告書を添付すること。

□

円

無

247,000

■

□

300 時間

h

家庭的保育補助者加算適用の有無

横
浜
市
の
基
準
に
よ
る

保
育
従
事
者
配
置

有

家庭的保育補助者雇用時間数（実績）

家庭的保育者の資格保有者加算適用の有無
（家庭的保育者に保育士資格、看護師又は准看護師免許がある場合に適用）

延長保育実施加算
(開所時間が11時間超)

家庭的保育者

e

ｄ人

合　　　　　　　計　　（c+d） 3 人

人

f

０ 歳 児

無

※児童数に関わらず、原則複数
体制の配置とすること

人

ｃ

１ ・ ２ 歳 児 3

有

① ｂ

人
対象保育
従事者数 3

ａ＋b

2人 人

事業所名 ○○保育室

人時間

344.5
家庭的保育補助
者の常勤換算後
人数

①÷160時間
家庭的保育補助者
の合計労働時間数

区
分

年齢区分 利用定員

人

４月１日付　在籍児数

1
ａ 家庭的保育補

助者数 4

1

そ
の
他
加
算
の
保

育
従
事
者

円

市内児童 市外児童 合計

1 人 1 人

4

④家庭的保育補助者雇用時間数（実績）（ｆ）には、家庭的保育補助者（補助員）雇用状況報告書の「雇用時間合計※」を転記すること。

基準保育従事者数

■

113,000

補助員雇用費請求額（ｆ×1,200-ｇ）

4 人 人

0 人小 計 5 人

障害児保育加算適用確認
（公定価格）

　②原則複数体制とするため、基準保育従事者数は、児童数に関わらず、２人とすること。　→　児童が４人以上の場合は必ず（ ａ＋ｂ ≧ｃ ）となること。

※原則複数体制とす
るため、基準保育従
事者数は、児童数に
関わらず、２人としてく
ださい。

※入所児童数が２人以下の場合は、障害児が何人であっても（ｃ）が２人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が３人で、障害児が１人の場合も（ｃ）が２人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が３人で、障害児が２人以上の場合は、（ｃ）が３人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が４人の場合は、障害児数が何人であっても（ｃ）が３人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が５人で、障害児数が３人以下の場合は、（ｃ）が３人であれば加算の適用になります。障害児
数が４人以上の場合は、（ｃ）が４人であれば加算の適用になります。

□有　□無
障害児数

人

2 人4 ※

①５人定員：自園調理＆延長有ｖｅｒ 記入例 

児童数に関わ
らず原則２人。 
障害児保育加
算（公定価格）
の適用を受け
る場合は３人
以上になる場
合もあります。 

開所時間が11時間超で対象保
育従事者数が（ｃ）＋１人以上と
なる場合に１人と入力 

家庭的保育者
本人に保育士
資格、看護師
又は准看護師
免許がある場
合のみ有を選
択 

家庭的保育
補助者（補助
員）雇用実績
報告書の「雇
用時間合計
※」を転記 

家庭的保育補助者加算額（公定価格請求額（処遇改善等加算を除く）） 
・入所児童が１人の場合・・・ ２４，０４０円   ・入所児童が２人の場合・・・ ４８，０８０円 
・入所児童が３人の場合・・・ ７２，１２０円   ・入所児童が４人の場合・・・１１３，０００円 
・入所児童が５人の場合・・・１４１，２５０円 

請求書の補助員雇用費欄と額があっているか
確認してください。 

「３ 保育従事者の雇用状況」の家庭的保育補助
者の合計労働時間数を転記 

ここは１しか入りません 

向上支援費の
障害児等受入
加算は、配置人
数に関わらず、
障害児を受け
入れていれば
助成します。 
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第２号様式の４（家庭的保育事業用） 施設・事業所番号 0000000000

３　保育従事者の雇用状況　　

①　家庭的保育者

②　家庭的保育補助者

４　食育推進助成　　

①　調理業務の実施体制

　■自施設の職員が調理している　　　　　　□調理業務を全部委託している

②　請求月の調理員の雇用状況（自施設の職員が調理している場合）

□有期雇用

氏　　　　　　　　　　　名

□正規雇用

氏　　　　　　　　　　名

保育士証等登録番号

平成○○年
４月１日

雇用開始年月日

基礎（認定）研修
受講修了日

基礎 平成22年○月×日

認定

浜　神奈子

□有期雇用

□正規雇用

□正規雇用

平成22年○月×日
平成○○年
４月１日

青　保子

神奈川県-000000

平成○○年
４月１日

□正規雇用

■有期雇用

※１か月の労働時間数は、家庭的保育補助者（補助員）雇用状況報告書の時間数と同じ時間数とすること。

職種

126.0横浜　浜子

■家庭的保育補助者 115.5□看護師

□幼稚園教諭

□なし

■有期雇用

平成22年○月×日

神奈川県-000000

0

□正規雇用

120

１か月の
労働時間数

(ａ×ｂ）

12

344.5

6

※１　１か月あたり所定労働時間120時間以上勤務の栄養
士を雇用（実人数）している場合には栄養士格付け加算を
助成します。（上限１人まで）

合
計 人1うち１か月あたり120時間

以上勤務の栄養士

20

年　　月　　日

年　　月　　日

□正規雇用

□有期雇用

0
4

□家庭的保育補助者

□保育士

年　　月　　日

□看護師

363

□正規雇用

□保育士 □正規雇用

■有期雇用

１日の労働
時間数(ａ)

□なし

□保育士

□栄養士 ■有期雇用

■なし

■有期雇用

□なし

□調理師 □正規雇用

□調理師

□調理師 □正規雇用

□栄養士 □有期雇用

□なし （登録番号：　　　　　　　　　　　　　）

□なし

資格 雇用形態

■栄養士

１か月の勤務日数
（又は週の勤務日

数×４）　(ｂ)

正規雇用
合計労働時間数　①

有期雇用

人

人

40.0横浜　太郎

□幼稚園教諭

□なし

□保育士

□幼稚園教諭

■なし

□保育士

□幼稚園教諭

資格

□看護師

□幼稚園教諭

63.0□看護師

□幼稚園教諭

■なし

平成22年○月×日

■有期雇用□看護師

保育士証等登録番号

○○　☆☆

□幼稚園教諭

平成22年○月×日

職種

■保育士

１か月の
労働時間数

□保育士

■なし

資格

■家庭的保育者

■保育士

□なし

□看護師

■家庭的保育補助者

0

□家庭的保育補助者

■家庭的保育補助者

□看護師

■家庭的保育補助者

基礎研修
受講修了日

雇用形態

有期雇用 2

□家庭的保育補助者
□看護師

□幼稚園教諭

氏　　　　　　　　　　　名

合
計

人

人

正規雇用

雇用開始年月日

◎◎　○○ 平成○○年
４月１日

（登録番号：000000）

■■　◇◇ 平成○○年
４月１日

（登録番号：　　　　　　　　　　　　　）

平成○○年
４月１日

家庭的保育補助者（補
助員）雇用実績報告書
の「補助員労働時間数
計」を転記 

１日の労働時間数や１か月あたりの勤務日
数が固定されていない場合は、１か月の労
働時間数のみ記入してください。 

「１ 請求月の保育従事者数」に転記 

１か月あたり所定労働時間120時間以上勤務の栄養士を１人以上

雇用（実人数）している場合には栄養士格付け加算を請求できます。 
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第２号様式の４（家庭的保育事業用） 施設・事業所番号 0000000000

５　保育士等雇用対策費（４～６月のみ（年度途中開所は初めの３か月のみ）

①支給要件確認（全てを満たすこと）

■利用定員分の職員配置の合計（ｊ）は必ず対象保育従事者数以下となること（ ａ＋ｂ ≧ ｊ）。

■月初に空き定員があること（年齢区分ごとではなく、全体の利用定員の中での空き定員とします）

②利用定員分の職員配置を計算

合計　（i+d） 3 人 j

そ
の

他
加
算

の
保
育

従
事
者

利用定員
ア

基準保育従事者数
（小数点第２位以下切捨て）

人

　延長保育実施加算
　(開所時間が11時間超) 1 人 d

１ ・ ２ 歳 児

1 人

人

82,285

1

0 人

人

4

年齢区分
保育士等

雇用対策費計
ウ×エ×1/2

差引人数
ウ

（アーイ）

人 i

公定価格基本分単価

（１、２歳児保育短時間）

エ

3 人

※３　支給額は総利用定員数と総入所児童数の差に公定価格における基本分単価（保育短時間認定）を乗じた額の２分の１とする。

人 1 人 164,570

※２　第１四半期各月初日（年度途中開所施設においては、開所月を含む３か月の初日）に、入所児童数が利用定員数を下回った
場合に支給するものとする。

2

※１　平成31年度までの間に限り、横浜市の基準による利用定員人数の職員配置基準及びその他加算の配置基準を満たしており、
入所児童数が利用定員を下回る場合に家庭的保育補助者を継続して確保するための経費として支給する。

計 5

横
浜
市
の
基
準
に
よ
る

保
育
従
事
者
配
置

０ 歳 児

4

1 人
※児童数に関わらず、原則複数
体制の配置とすること

月初の入
所児童数

イ

（家庭的保育事業） 
公定価格基本分単価 

・食事の提供が自園調理又は連携施設からの搬入の場合 
１６４，５７０円 

・食事の提供が自園調理又は連携施設からの搬入以外の場合 
１３３，３００円 

「２ 基準の保育従事者
数」の（ｄ）の人数を転記 

請求書の保育士等雇用対
策費と額があっているか
確認してください。 
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:
3
0

8
:
3
0

：
終

：
：

：
：

1
6
:
3
0

1
3
:
3
0

：
：

：
：

：
1
6
:
3
0

1
3
:
3
0

：
始

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

資
格

（
 有

 ・
無

 ）
終

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

始
1
3
:
3
0

1
3
:
3
0

1
3
:
3
0

1
3
:
3
0

：
1
3
:
3
0

：
1
3
:
3
0

1
3
:
3
0

1
3
:
3
0

1
3
:
3
0

：
1
3
:
3
0

：
終

1
6
:
3
0

1
6
:
3
0

1
6
:
3
0

1
6
:
3
0

：
1
6
:
3
0

：
1
6
:
3
0

1
6
:
3
0

1
6
:
3
0

1
6
:
3
0

：
1
6
:
3
0

：
始

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

資
格

（
 有

 ・
無

 ）
終

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

◎
基
礎
研
修
参
加
時
間
分

　
（

※
基

礎
研

修
に

参
加

し
た

こ
と

が
分

か
る

書
類

を
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

）
3
4
4

時
間

◎
月

○
日

◎
月

○
日

◎
月

○
日

◎
月

○
日

補
助

員
確

認
印

3
0

分
始

9
:
1
5

9
:
2
0

9
:
2
0

9
:
2
0

終
1
2
:
3
0

1
2
:
0
0

1
2
:
0
0

1
2
:
3
0

始
1
3
:
2
0

1
3
:
0
0

1
3
:
0
0

1
3
:
3
0

資
格

（
 有

 ・
無

 ）
終

1
6
:
3
0

1
5
:
0
0

1
5
:
4
0

1
4
:
3
0

◎
現
任
研
修
時
代
替
保
育
実
施
時
間
分

　
（

※
現

任
研

修
に

参
加

し
た

こ
と

が
分

か
る

書
類

を
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

）

◎
月

○
日

　
月

　
日

　
月

　
日

　
月

　
日

補
助

員
確

認
印

※
雇

用
時

間
合

計
に

つ
い

て
は

、
3
0
分

以
下

は
3
0
分

に
、

3
1
分

以
上

は
1
時

間
に

切
り

上
げ

て
く

だ
さ

い

始
1
3
:
0
0

終
1
7
:
3
0

始
資

格
（
 有

 ・
無

 ）
終

（
注

３
）

休
憩

時
間

は
除

い
て

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

横
浜
　
浜
子

浜
　
神
奈
子

横
浜
　
太
郎

青
　
保
子

横
浜
　
浜
子

小
計

①

分

0
分

第
６
号
様
式
 
 
家
庭
的
保
育
補
助
者
（
補
助
員
）
雇
用
実
績
報
告
書
（
平
成
2
7
年
４
月
分
　

事
業
所
名
：
○

○
保

育
室

　
事
業
所
番
号
：

0
0
0
0
0
0
）

( 
 1

/
1
  
ペ

ー
ジ

 )

補 助 員  氏 名 及 び 雇 用 時 間

横
浜

時
間

3
0

横
浜
　
太
郎

補 助 員  氏 名 及 び 雇 用 時 間
青
　
保
子

横
浜

青

4
0

浜

0
分

1
1
5

浜
　
神
奈
子

中
氏

名
及

び
雇

用
時

間

4
時
間

南
3
0

分

小
計

③

小
計

②

2
0

時
間

氏
名

及
び

雇
用

時
間

2
5

分

中
　
西
子

南
　
旭
子

（
注

１
）

保
育

士
資

格
を

持
つ

補
助

員
に

つ
い

て
は

、
資

格
（

有
・

無
）

の
「

有
」

を
丸

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

。

（
注

２
）

補
助

員
の

数
に

応
じ

て
、

複
数

枚
お

使
い

く
だ

さ
い

。

雇
用

時
間

合
計

※
⇒

3
0
0

時
間

2
9
9

時
間

（
小

計
①

と
2
7
5
時

間
を

比
べ

て
少

な
い

時
間

数
）

＋
小

計
②

＋
小

計
③

5
5

補
助

員
確

認
印

時
間

0
分

1
2
6

6
3

時
間

時
間

計

分

雇
用

合
計

時
間

数
を

雇
用

状
況

表
（
ｆ）

欄
 

 に
転

記
し

て
く
だ

さ
い

。
 

記
入

例
 

①
５

人
定

員
：
自

園
調

理
＆

延
長

有
ｖ
ｅ
ｒ 
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第２号様式の４（家庭的保育事業用）

１　請求月の保育従事者数

ｂ小数点以下

切り捨て

※保育従事者数には派遣保育士を含む。

※保育士とは児童福祉法第18条の18第１項の登録を受けた者をいう。

※家庭的保育者とは家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準第23条第２項において規定されている者をいう。

２　基準の保育従事者数

※ ａ＋ｂ ≧ e

【記入の注意】

注１）　　横浜市基準による保育従事者配置（ｃの算出にあたっての注意）

　①在籍児童数は市内・市外児童数に分けて人数を記載すること。

注２）　　その他加算による保育従事者配置（ｄの記入上の注意）

施設・事業所番号 0000000000

家庭的保育補助者
の合計労働時間数

ｂ

1

月　分　 雇　用　状　況　表

4

※家庭的保育補助者とは家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準第23条第３項において規定されている者をいう。

2小 計

家庭的保育補助者加算適用の有無

家庭的保育補助者加算額（公定価格請求額（処遇改善等加算を除く））

１ ・ ２ 歳 児

０ 歳 児 人1 人

①÷160時間

292.0
①

人

人

事業所名 ☆☆保育室

人 時間 人

※児童数に関わらず、原則複数
体制の配置とすること

平成27

家庭的保育者 1
ａ 家庭的保育補

助者数
人

4年

家庭的保育補助
者の常勤換算後
人数

区
分

年齢区分

基準保育従事者数

対象保育
従事者数 2

ａ＋b

人

延長保育実施加算
(開所時間が11時間超)

2

2 人

0 人

合　　　　　　　計　　（c+d） 2 人

人

横
浜
市
の
基
準
に
よ
る

保
育
従
事
者
配
置

障害児保育加算適用確認
（公定価格）

■有　□無
障害児数

人

e

そ
の
他
加
算
の
保

育
従
事
者

家庭的保育者の資格保有者加算適用の有無
（家庭的保育者に保育士資格、看護師又は准看護師免許がある場合に適用）

■ 有 □ 無

ｃ

■ 有 □ 無

家庭的保育補助者雇用時間数（実績） 275 時間 ｆ

48,080 円 ｇ

補助員雇用費請求額（ｆ×1,200-ｇ） 281,920 円 ｈ

①開所時間が11時間を超えており、対象保育従事者数から（ｃ）を引いた数が１以上となる（ （ａ＋ｂ）－ｃ ≧ １ ）は、ｄ欄に人数(1人)を計上すること。

②基準保育従事者数の合計（e）は必ず対象保育従事者数以下となること（ ａ＋ｂ ≧ e ）。

③補助員雇用費（ｈ）の請求にあたっては、家庭的保育補助者（補助員）雇用状況報告書を添付すること。

　②原則複数体制とするため、基準保育従事者数は、児童数に関わらず、２人とすること。　→　児童が４人以上の場合は必ず（ ａ＋ｂ ≧ｃ ）となること。

④家庭的保育補助者雇用時間数（実績）（ｆ）には、家庭的保育補助者（補助員）雇用状況報告書の「雇用時間合計※」を転記すること。

利用定員

※原則複数体制とす
るため、基準保育従
事者数は、児童数に
関わらず、２人としてく
ださい。

人

ｄ

※

４月１日付　在籍児数

市内児童 市外児童 合計

0

人

2

※入所児童数が２人以下の場合は、障害児が何人であっても（ｃ）が２人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が３人で、障害児が１人の場合も（ｃ）が２人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が３人で、障害児が２人以上の場合は、（ｃ）が３人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が４人の場合は、障害児数が何人であっても（ｃ）が３人であれば加算の適用になります。
※入所児童数が５人で、障害児数が３人以下の場合は、（ｃ）が３人であれば加算の適用になります。障害児
数が４人以上の場合は、（ｃ）が４人であれば加算の適用になります。1 人

3 人 2

記入例 

家庭的保育
補助者（補助
員）雇用実績
報告書の「雇
用時間合計
※」を転記 

②３人定員：自園調理＆延長無ｖｅｒ 

請求書の補助員雇用費欄と額があっているか
確認してください。 

「３ 保育従事者の雇用状況」の家庭的保育補助
者の合計労働時間数を転記 

ここは１しか入りません 

家庭的保育者
本人に保育士
資格、看護師
又は准看護師
免許がある場
合のみ有を選
択 

家庭的保育補助者加算額（公定価格請求額（処遇改善等加算を除く）） 
・入所児童が１人の場合・・・ ２４，０４０円   ・入所児童が２人の場合・・・ ４８，０８０円 
・入所児童が３人の場合・・・ ７２，１２０円   ・入所児童が４人の場合・・・１１３，０００円 
・入所児童が５人の場合・・・１４１，２５０円 

開所時間が11時間超で対象保
育従事者数が（ｃ）＋１人以上と
なる場合に１人と入力 

児童数に関わ
らず原則２人。 
障害児保育加
算（公定価格）
の適用を受け
る場合は３人
以上になる場
合もあります。 

向上支援費の
障害児等受入
加算は、配置人
数に関わらず、
障害児を受け
入れていれば
助成します。 
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第２号様式の４（家庭的保育事業用） 施設・事業所番号 0000000000

３　保育従事者の雇用状況　　

①　家庭的保育者

②　家庭的保育補助者

４　食育推進助成　　

①　調理業務の実施体制

　□自施設の職員が調理している　　　　　　□調理業務を全部委託している

②　請求月の調理員の雇用状況（自施設の職員が調理している場合）

基礎（認定）研修
受講修了日

平成22年○月×日

※１か月の労働時間数は、家庭的保育補助者（補助員）雇用状況報告書の時間数と同じ時間数とすること。

保育士証等登録番号

○○　☆☆

神奈川県-000000

基礎

認定

基礎研修
受講修了日

□有期雇用

雇用形態

□正規雇用

■有期雇用

平成22年○月×日

平成22年○月×日

年　　月　　日□家庭的保育補助者
□有期雇用

□正規雇用

□有期雇用

□正規雇用

年　　月　　日

職種 資格

□なし

■家庭的保育者

■保育士

□看護師

□幼稚園教諭

□なし

職種 資格
氏　　　　　　　　　　名

１か月の
労働時間数

■家庭的保育補助者

□保育士

126.0□看護師

□幼稚園教諭

氏　　　　　　　　　　　名
雇用開始年月日

保育士証等登録番号

■なし

■保育士

平成22年○月×日

平成22年○月×日

□正規雇用

■有期雇用

神奈川県-000000

横浜　浜子 平成○○年
４月１日

126.0□看護師

□幼稚園教諭

□なし

■家庭的保育補助者

□保育士 □正規雇用

■有期雇用

■家庭的保育補助者

25.0□看護師

□幼稚園教諭

■なし

■家庭的保育補助者

□保育士

□看護師

□幼稚園教諭

■なし

15.0
□正規雇用

■有期雇用

□正規雇用

□看護師

□幼稚園教諭

□なし

□看護師

□幼稚園教諭

□なし

□保育士

年　　月　　日

292.0有期雇用 4 人

0 人

１日の労働
時間数(ａ)

□保育士

合
計

正規雇用

□家庭的保育補助者

□家庭的保育補助者

□保育士

□看護師

□幼稚園教諭

合計労働時間数　①

□なし

資格 雇用形態雇用開始年月日

（登録番号：　　　　　　　　　　　　　）

１か月の勤務日
数（又は週の勤
務日数×４）　(ｂ)

□栄養士 □有期雇用

□なし

□調理師 □正規雇用

１か月の
労働時間数

(ａ×ｂ）

□栄養士 □有期雇用

□なし

□調理師 □正規雇用

□調理師 □正規雇用

平成○○年
４月１日

氏　　　　　　　　　　　名

※１　１か月あたり所定労働時間120時間以上勤務の栄養
士を雇用（実人数）している場合には栄養士格付け加算を
助成します。（上限１人まで）

合
計

正規雇用

□栄養士

人
有期雇用 人

うち１か月あたり120時間
以上勤務の栄養士

人

（登録番号：　　　　　　　　　　　　　）

横浜　太郎

浜　神奈子

青　保子 平成○○年
４月１日

平成○○年
４月１日

（登録番号：　　　　　　　　　　　　　）

□有期雇用

家庭的保育補助者（補
助員）雇用実績報告書
の「補助員労働時間数
計」を転記 

「１ 請求月の保育従事者数」に転記 

１日の労働時間数や１か月あたりの勤務日
数が固定されていない場合は、１か月の労
働時間数のみ記入してください。 

１か月あたり所定労働時間120時間以上勤務の栄養士を１人以上

雇用（実人数）している場合には栄養士格付け加算を請求できます。 
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第２号様式の４（家庭的保育事業用） 施設・事業所番号 0000000000

５　保育士等雇用対策費（４～６月のみ（年度途中開所は初めの３か月のみ）

①支給要件確認（全てを満たすこと）

■利用定員分の職員配置の合計（ｊ）は必ず対象保育従事者数以下となること（ ａ＋ｂ ≧ ｊ）。

■月初に空き定員があること（年齢区分ごとではなく、全体の利用定員の中での空き定員とします）

②利用定員分の職員配置を計算

合計　（i+d） 2 人 j

そ
の

他
加
算

の
保
育

従
事
者

　延長保育実施加算
　(開所時間が11時間超) 0

年齢区分
利用定員

ア
基準保育従事者数

（小数点第２位以下切捨て）

公定価格基本分単価

（１、２歳児保育短時間）

エ

保育士等
雇用対策費計
ウ×エ×1/2

横
浜
市
の
基
準
に
よ
る

保
育
従
事
者
配
置

０ 歳 児 1 人
※児童数に関わらず、原則複数
体制の配置とすること

0 人

１ ・ ２ 歳 児 2 人 2 人 人

計 3 人 2 2人 i

※２　第１四半期各月初日（年度途中開所施設においては、開所月を含む３か月の初日）に、入所児童数が利用定員数を下回った
場合に支給するものとする。

※３　支給額は総利用定員数と総入所児童数の差に公定価格における基本分単価（保育短時間認定）を乗じた額の２分の１とす
る。

人 1 人 133,300 66,650

※１　平成31年度までの間に限り、横浜市の基準による利用定員人数の職員配置基準及びその他加算の配置基準を満たしており、
入所児童数が利用定員を下回る場合に家庭的保育補助者を継続して確保するための経費として支給する。

人 d

0

1人

月初の入
所児童数

イ

差引人数
ウ

（アーイ）

（家庭的保育事業） 
公定価格基本分単価 

・食事の提供が自園調理又は連携施設からの搬入の場合 
１６４，５７０円 

・食事の提供が自園調理又は連携施設からの搬入以外の場合 
１３３，３００円 

「２ 基準の保育従事者
数」の（ｄ）の人数を転記 

請求書の保育士等雇用対
策費と額があっているか
確認してください。 
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日
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
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第１号様式

年 月 日

区長

　横浜市延長保育事業実施要綱に基づき、延長保育事業実施届を提出します。

１　実施施設名称等

〒 － －

区

□ □ □

□ □ □

□ □

２　事業実施内容

年 月 日

年 月 日

　時 分 ～ 　時 分 ( 時間 分)

　時 分 ～ 　時 分 ( 時間 分)

　時 分 ～ 　時 分 ( 時間 分)

　時 分 ～ 　時 分 ( 時間 分)

　時 分 ～ 　時 分 ( 時間 分)

　時 分 ～ 　時 分 ( 時間 分)

土曜

保育時間(８時間)

保育時間(11時間)

開所時間

変 更 適 用 年 月

保 育 時 間

平日

保育時間(８時間)

保育時間(11時間)

開所時間

居宅訪問型保育事業

事 業 開 始 日

施設・事業種別

保育所 認定こども園 家庭的保育事業

小規模保育事業Ａ型 小規模保育事業Ｂ型 小規模保育事業Ｃ型

事業所内保育事業

施 設 ・ 事 業 者 名 称

所 在 地

TEL 045－

横浜市

事業実施者（所在地）

　　　　　（名　称）

　　　　　　代表者
　　　　　　職氏名

横浜市延長保育事業実施（変更）届

横浜市

     （    ） 印 
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第２号様式の２（家庭的保育事業用）

横浜市長

印

横浜市における延長保育事業費の加算状況等について以下のとおり届け出ます。

前月からの
変更有無

※

6

延長保育ＡＢ階層減免費
延長保育料ガイドラインに則り、保育料の階層がＡ階層又はＢ階層の児童の保護者から間
食代又は夕食代を徴収する際、基準の代金の半額（10円未満は切り捨て）を徴収した場
合、「有」とします。
請求書の提出と併せてＡＢ階層減免費内訳報告書を提出します。

□有　□無

※前月分の届出から変更があれば○を記入

4

調理人雇用費
閉所時刻が19時以降であり、かつ、18時30分以降の間食及び夕食を自園調理（委託の場合
も含む）をしている場合、「有」となります。
※「雇用状況表」４．食育推進助成①で確認
※延長保育事業実施届で開所時間を確認

□有　□無

5
延長保育障害児等受入加算
障害児保育教育対象児童又は特別支援対象児童と区福祉保健センター長が認めた児童を保
育しており、かつ、当該児童が半月以上の延長保育利用の登録をしている場合、「有」と
なり、対象児童数を記入します。

　　□有　　　人
　　□無

2

延長保育実施加算（土曜）
土曜の開所時間が11時間を超え、かつ、横浜市の市基準保育士数に加えて、保育従事者を
雇用している場合、「有」となります。
※延長保育事業実施届で開所時間を確認
※「雇用状況表」２.基準の保育従事者数　その他加算の保育従事者　延長保育実施加算
で確認

□有　□無

3

延長保育従事職員雇用費
延長保育の利用実績があり、横浜市の延長保育料ガイドラインを上限に延長保育料を設定
し、第三子を除き延長保育料を徴収している場合、「有」となります。
※「子ども・子育て支援教育・保育給付費等請求明細書（児童）」の利用実績欄に利用時
間と延長（朝・夕）の有無を記載します。

□有　□無

月分

加算項目等 実施状況等

1

延長保育実施加算（平日）
平日の開所時間が11時間を超え、かつ、横浜市の市基準保育従事者数に加えて、保育従事
者を雇用している場合、「有」となります。
※延長保育事業実施届で開所時間を確認
※「雇用状況表」２.基準の保育従事者数　その他加算の保育従事者　延長保育実施加算
で確認

□有　□無

延長保育事業費加算状況等届出書
　　　年　　　　月　　　　日

施設・事業所番号

所　在　地

事　業　所　名

年度 代 表 者 職 氏 名
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第３号様式

年　　　月　　　日
横浜市長

施設・事業所番号
所　在　地

施　設　名

代 表 者 職 氏 名 印

　　年　　月分のＡＢ階層減免費の精算内訳について次のとおり報告します。

利用区分

１月利用 × =
半月利用 × =
日割り × =

利用区分

１月利用 × =
半月利用 × =
日割り × =

※当該月分に係る間食代又は夕食代の減免費を翌月15日までに報告してください。

延長保育事業　ＡＢ階層減免費内訳報告書

人数

日割りは延べ日数

人数

日割りは延べ日数

間食代

小計料金の
半額※１

夕食代

小計

※1　１月利用の場合1,250円、半月
利用の場合630円を上限とします。
保護者から徴収する金額は10円未満
の端数を切り捨てるため、記載する
金額は10円未満の端数は切り上げに
します。

小計

※2　１月利用の場合3,750円、半月
利用の場合1,880円を上限としま
す。
保護者から徴収する金額は10円未満
の端数を切り捨てるため、記載する
金額は10円未満の端数は切り上げに
します。

小計

a

減免費
合計

a+b

b

料金の
半額※２
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　　年　　月　　日

　　　　    　区福祉保健センター長

所   在   地

代表者職氏名 印

※保育所におけるアレルギー疾患生活管理指導表が提出されている児童を記入してください。

※小数点以下切捨て

＊年度初めの請求時には、アレルギー対応マニュアルの写しを添えて提出してください。

備考

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

歳　　か月

歳　　か月

歳　　か月

歳　　か月

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

年 　 月  　日

歳　　か月

歳　　か月

歳　　か月

歳　　か月

歳　　か月

歳　　か月

生活管理指導表
提出年月日

除去期間および
再評価の見通し

か月

年齢

歳　　か月

歳　　か月2

1

アレルギー児童数報告書

番号 　　児　 童　 名

施設・事業所名

年 　 月  　日

4

6

3

8

5

10

7

年 　 月  　日

12

9

14

11

歳　　か月

設置主体名

※行が足りない場合は適宜追加してください。

＝
利用定員に対する割合

％

歳　　か月 年 　 月  　日

15

アレルギー児童数

　　　年　　月１日時点のアレルギー対応児童を報告します。

か月

÷
利用定員

か月

13

歳　　か月
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